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定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

議 員 議 員 のの 判 断 判 断
○ 議員の判断で決定した議案（賛否が分かれた議案はありませんでした）

議案等
番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

件名と主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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議案27号 29年度葛巻町一般会計補正予算（第２号）･･･1億6894万円を追加して予算額59億 627万
円に 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案28号 29年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）･･･3892万円を追加して
予算額12億4245万円に 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案29号 29年度葛巻町水道事業会計補正予算(第１号)･･･収益的支出に83万円を追加して予算額1億
9757万円に、資本的収入・支出それぞれに1億1022万円を追加して予算額3億7383万円に 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案30号 財産の取得･･･第８分団小型動力消防ポンプ積載車を更新 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案31号 町道路線の認定･･･四日市茶屋場線を新たに町道に認定 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案32号 葛巻町過疎地域自立促進計画の変更･･･過疎対策事業を追加・変更 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案33号 葛巻町辺地総合整備計画の変更･･･西部地区と北部地区の公共施設整備を追加・変更 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

同意1号 固定資産評価審査委員の選任の同意･･･野表儀昭さん（田子）を選任することに同意 同意 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定3号 28年度葛巻町一般会計歳入歳出決算の認定 認定 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定4号 28年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定 認定 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定5号 28年度葛巻町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定6号 28年度葛巻町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

陳情4号 「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情について 採択 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

発委1号 「全国森林環境税」の創設に関する意見書の提出について 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
※ ○は原案に賛成。
※ 畑福議員は、９月定例会議は欠席でした。
※ 議長は採決に加わりません。
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あ
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。

　
　

雨
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し
て
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る
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を
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た
外
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取
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す
。
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。

　
　

寒
さ
対
策
の
た
め
、
教

室
の
窓
枠
を
現
在
の
鉄
製
か

ら
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
製
に
し
、

玄
関
の
ス
ラ
イ
ド
式
ド
ア
を

交
換
し
ま
す
。
ま
た
、
暖
房

効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
教

室
・
校
長
室
・
職
員
室
の
天

井
・
床
・
壁
に
断
熱
材
を
入
れ

ま
す
。
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延命化工事を行う産直ハウスほすなある

議 員 研 修議 員 研 修
レ ポ ー トレ ポ ー ト 　議会では、地域の振興発展や特定の課題を解決するため、近隣の市町村議

会と連携した勉強会の開催や、各種研修会などに積極的に参加しています。

　

９
月
26
日
、
一
戸
町
・
葛

巻
町
・
岩
手
町
議
会
議
員
協

議
会
研
修
会
が
岩
手
町
の
ゆ

は
ず
交
流
館
で
開
催
さ
れ
、

三
町
の
議
員
ら
約
50
人
が
参

加
し
、
地
域
の
振
興
発
展
や

課
題
解
決
に
向
け
た
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
始

め
に
作
家
で
あ
り
岩
手
町
立

石
神
の
丘
美
術
館
芸
術
監
督

の
斎
藤
純
（
さ
い
と
う
じ
ゅ

ん
）
氏
を
講
師
に
「
が
ん
ば

れ
！
県
北
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
斎
藤
氏

は
、
趣
味
の
ツ
ー
リ
ン
グ
を

通
し
て
感
じ
た
県
北
の
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
を
、「
お
金

を
払
っ
て
で
も
見
る
価
値
が

あ
る
」
と
話
す
な
ど
、
一
度

県
外
に
在
住
し
た
者
の
視
点

か
ら
県
北
の
魅
力
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
身
の
盛
岡
市
で

の
古
い
建
物
を
保
存
し
て
活

用
す
る
取
り
組
み
や
、
石
神

の
丘
美
術
館
芸
術
監
督
の
立

場
か
ら
社
会
に
お
け
る
美
術

館
の
役
割
、
芸
術
に
触
れ
る

こ
と
は
、
子
ど
も
の
成
長
に

良
い
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
を
美
術
館
に
連
れ
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
の
説
明
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　

後
援
会
終
了
後
、「
お
ら

ほ
の
町
の
良
い
と
こ
ろ
」
を

テ
ー
マ
に
、
６
名
程
度
の
班

に
分
か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
※
）
を
行
い
ま
し
た
。

普
段
は
議
論
や
討
論
が
中
心

の
議
会
で
す
が
、
30
分
間
の

短
い
時
間
の
中
で
多
く
の
自

分
た
ち
の
町
の
良
い
と
こ
ろ

を
出
し
合
い
ま
し
た
。
議
員

間
で
出
た
町
の
良
い
と
こ
ろ

を
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
て
代

表
者
が
発
表
し
、
互
い
の
町

に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
、

今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
す

た
め
に
情
報
共
有
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
振
興
発
展

に
向
け
て
、
三
町
の
連
携
強

化
に
つ
な
が
る
研
修
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

自
分
た
ち
の
町
を

再
度
振
り
返
る

（
※
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

参
加
者
自
ら
が
積
極
的
な

意
見
交
換
や
協
働
体
験
を
通

じ
て
知
識
を
学
び
取
る
参
加

体
験
型
グ
ル
ー
プ
学
習

【一戸・葛巻・岩手】

三町研修会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

  

町
の
良
さ
を
再
認
識

町
の
良
さ
を
再
認
識講演する斎藤氏

グループ発表をする山崎議員 グループごとに町の良いところを出し合う議員


